商業政策上に於ける門戸開放地域 Joseph Grunzel, Economic Trotectionism, edited by Eugen  von Thilippovich, 1916, p.p.53-61.‘Open Door’ Districtsの項解説 by 馬場 誠
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A 
亜、
ゑ目、
亜、
本
嘉
永
七
年
郎
ち
安
政
元
年
・
:
;
・
・
:
一
八
五
四
年
:
:
:
:
・
三
月
北
米
合
衆
図
さ
和
親
俊
約
を
結
び
開
国
せ
し
め
ら
れ
た
後
の
日
本
も
亦
、
門
戸
開
放
図
家
で
あ
っ
た
。
総
入
殺
は
低
率
で
あ
り
、
外
園
人
は
領
事
裁
剣
の
特
穫
を
享
有
し
て
居
h
J
、
而
し
て
又
諸
外
図
に
封
し
て
又
偏
務
的
最
恵
閣
僚
款
を
奥
へ
た
。
然
し
な
が
ら
我
園
の
文
物
の
大
な
る
進
歩
に
伴
っ
て
、
新
の
如
き
不
勝
目
な
る
特
樫
は
彼
此
の
親
善
を
害
す
る
も
の
で
あ
る
こ
さ
を
認
識
せ
ら
る
〉
に
至
っ
た
J
一
入
七
0
年
代
に
な
っ
て
か
ら
、
本
邦
政
府
は
俊
約
の
改
正
に
努
力
し
た
け
れ
ざ
も
、
久
し
く
何
等
の
殺
を
来
す
る
こ
乏
な
〈
、
我
閣
は
此
不
平
等
待
遇
の
絡
め
に
苦
悶
し
又
屈
辱
を
戚
じ
て
居
っ
た
の
で
あ
る
。
一
入
九
五
年
に
及
ん
で
漸
〈
新
通
商
倹
約
ぞ
一
締
結
し
、
甲
」
れ
に
依
っ
て
治
外
法
権
を
撤
康
し
且
双
1 
目、
商
業
政
策
上
に
於
げ
る
門
戸
開
放
地
域
一一
一
商
業
さ
経
慣
・
一一--一
務
的
基
礎
の
上
に
最
窓
閣
僚
款
を
協
定
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
一
九
O
六
年
三
月
三
十
日
従
来
は
従
債
税
で
あ
っ
た
輸
入
税
を
改
め
て
従
量
税
さ
結
局
し
、
而
か
も
そ
の
税
率
の
割
令
を
高
め
た
、
又
一
九
一
0
年
四
月
五
日
及
び
一
九
一
一
年
七
月
十
七
日
の
関
税
定
率
法
は
更
に
税
率
を
増
加
し
た
か
ら
、
勿
論
我
闘
は
門
戸
開
放
地
域
の
域
を
股
却
し
得
た
も
の
で
あ
る
。
2
朝
鮮
朝
鮮
は
明
治
四
十
三
年
・
1
:
:
・
一
九
一
O
年
:
:
:
:
・
八
月
二
十
九
日
日
本
に
令
併
せ
ら
れ
た
後
も
、
依
然
芝
し
て
門
戸
開
放
地
域
で
あ
る
ご
云
ム
の
は
、
韓
図
併
合
に
関
す
る
宣
言
中
に
。
。
。
。
。
日
本
帝
国
政
府
ρ
従
来
y
僚
約
-
一
関
係
ナ
グ
今
後
十
年
間
朝
鮮
ヨ
y
外
闘
ニ
総
出
γ
叉
ρ
外
因
ヨ
y
朝
鮮
-
一
輪
入
ス
Y
貨
物
及
朝
鮮
開
港
-
一
入
Y
外
国
船
舶
ニ
封
ジ
現
在
ト
同
率
ノ
輸
出
入
税
及
噸
税
ヲ
課
久
ペ
ジ
朝
鮮
ヨ
ソ
日
本
-
一
移
出
γ
又
川
日
本
・
ヲ
タ
朝
鮮
ニ
移
入
只
Y
貨
物
及
朝
鮮
開
港
-
一
入
Y
日
本
般
舶
モ
亦
今
0
0
0
0
、
・
後
十
年
間
前
項
ノ
貨
物
及
般
舶
-
一
艶
ス
Y
ト
同
率
ノ
課
税
ヲ
受
ク
Y
モ
ノ
ト
ス
さ
あ
る
に
依
る
の
で
あ
る
。
斯
く
て
入
歩
乃
至
一
割
の
低
率
で
輸
入
税
を
課
徴
し
て
居
る
。
0
0
つ
0
0
こ
、
に
注
意
す
ぺ
き
は
、
右
の
宣
言
に
あ
る
今
後
十
年
間
さ
・
一
五
ふ
の
が
昨
年
却
も
大
正
九
年
度
を
以
て
満
了
す
る
二
ご
で
あ
る
。
時
事
問
題
で
あ
っ
た
朝
鮮
関
税
問
題
は
こ
れ
が
結
局
め
に
生
子
る
の
で
あ
る
。
3
支
那
支
那
は
阿
片
戦
争
の
後
一
締
結
せ
ら
れ
た
通
商
倹
約
に
依
っ
て
一
入
四
二
年
以
来
そ
の
図
を
翠
げ
て
外
国
貿
易
の
結
局
め
に
開
放
し
、
各
図
か
ら
の
輸
入
貨
物
に
脅
し
て
低
い
均
一
的
の
輸
入
殺
を
課
し
て
居
っ
た
:
:
・
:
:
大
鑑
に
於
て
従
債
五
歩
を
超
過
せ
な
い
範
囲
:
:
:
:
・
(
此
貼
は
嘗
て
時
事
問
題
た
り
し
支
那
税
権
佼
復
に
閲
す
る
問
題
ご
密
接
な
る
関
係
を
有
す
る
)
。
支
那
は
斯
く
の
如
く
門
戸
開
放
地
域
で
は
あ
る
が
、
そ
の
関
税
地
域
な
る
も
の
は
漸
次
そ
の
範
国
を
狭
少
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
郎
も
一
八
五
八
年
五
月
二
十
八
日
の
愛
環
倹
約
及
び
一
入
六
O
年
十
一
月
十
四
日
の
北
京
俊
約
に
依
っ
て
露
西
亜
に
入
五
五
0
0
0
平
方
粁
の
土
地
を
奥
へ
た
、
一
入
四
二
年
英
吉
利
に
香
港
を
割
譲
し
而
か
も
一
入
九
入
年
に
至
っ
て
そ
の
面
積
を
著
し
く
増
加
し
た
。
後
日
本
に
蚤
湾
を
こ
入
九
五
年
)
濁
逸
に
豚
-
州
跨
を
、
露
西
亜
に
族
順
口
を
、
英
士
口
利
に
威
海
衡
を
奥
へ
た
こ
入
九
入
年
)
加
ふ
る
に
透
鏡
諸
那
に
於
て
は
濁
立
の
気
運
特
に
猛
烈
な
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
に
就
て
は
今
細
説
す
る
暇
が
な
い
。
n
官
迩
羅
門
戸
間
開
放
図
家
で
あ
る
。
十
九
世
紀
の
中
葉
に
於
て
締
結
せ
ら
れ
た
所
の
侠
約
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
選
羅
図
政
府
は
総
入
口
仰
に
濁
し
て
僅
々
三
歩
を
課
す
る
に
止
ま
b
、
而
か
も
治
外
法
権
そ
の
他
の
特
権
を
外
因
人
民
に
輿
ふ
る
の
義
務
で
あ
る
。
5 
ア
ア
ガ
ニ
只
究
シ
ア
プ
ガ
ニ
只
タ
ン
は
一
九
O
七
年
入
月
三
十
一
日
の
英
露
俊
約
の
俊
項
に
従
っ
て
英
吉
利
の
勢
力
の
下
に
あ
る
。
然
し
な
が
ら
露
西
亜
に
釣
し
で
こ
れ
さ
均
等
の
待
遇
を
奥
へ
た
、
そ
の
結
果
ご
し
て
門
戸
開
放
図
家
の
一
さ
見
倣
さ
れ
て
居
る
。
商
業
政
策
上
に
於
げ
る
門
戸
開
放
地
域
一一一
一ー
商
業
さ
経
群
三
一
四
露
西
亜
の
保
護
の
下
に
あ
る
所
の
中
央
亜
細
亜
諸
汗
園
印
ち
内
r
r
r
-
w
o
r
g
p
同
r
o
E
E
M
V
B
R
E
E
W
UωrroE
も
亦
、
引
別
利
引
利
引
刈
さ
略
同
じ
様
な
関
係
に
依
っ
て
門
戸
開
放
地
域
で
あ
る
。
6
波
新
波
新
も
亦
門
戸
開
放
園
家
で
あ
る
o
一
入
ニ
入
年
二
月
十
日
l
l
一
二
日
露
西
亜
さ
の
聞
に
締
結
し
た
俊
約
じ
よ
っ
て
、
従
債
五
歩
の
課
税
を
約
し
て
居
る
o
而
か
も
そ
れ
は
最
恵
俊
約
に
基
い
て
其
の
他
の
諸
闘
に
も
適
用
さ
れ
て
居
る
か
ら
で
あ
る
O
一
九
O
七
年
入
月
三
十
一
日
英
露
分
割
俊
約
に
よ
っ
て
露
西
亜
は
波
新
の
北
部
に
、
又
英
吉
利
は
南
部
に
夫
々
一
俊
越
権
を
得
た
け
れ
JE
も
、
商
業
政
策
的
関
係
は
何
等
の
滋
化
を
見
な
い
の
で
あ
る
。
波
斯
湾
頭
の
刻
吋
lmは
英
吉
利
の
勢
力
範
園
で
あ
る
、
従
債
五
歩
を
課
す
る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
門
戸
開
放
地
域
で
あ
る
。
1 
大
洋
一
八
九
九
年
二
月
十
四
日
伯
林
サ
モ
ア
曾
議
の
議
d
定
書
に
基
い
て
す
モ
ア
群
島
一
入
九
九
年
十
一
月
十
四
日
英
吉
利
濁
逸
北
米
合
衆
園
間
に
於
け
る
協
約
に
よ
っ
て
:
:
:
英
吉
利
に
属
す
る
e
:
:
・
川
刈
刻
群
島
一
入
九
九
年
二
月
十
四
日
の
西
濁
俊
約
に
基
い
て
刈
叶
川
刈
・
到
利
引
判
及
び
吋
川
叶
川
群
島
で
あ
る
。
B 
洲、
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C 
豆、
非、
利、
カ目、
ー
挨
及
亜
非
利
加
に
於
け
る
門
戸
開
放
図
家
の
第
一
に
掲
ぐ
べ
き
は
挨
及
で
あ
J
る。
挨
及
は
一
入
七
九
年
入
月
七
日
本
闘
で
あ
る
所
の
土
耳
古
皇
帝
の
特
許
に
よ
っ
て
、
間
早
濁
的
に
通
商
俊
約
を
一
締
結
す
る
の
権
利
を
承
認
せ
ら
れ
た
の
に
拘
ら
十
1
而
か
も
又
事
賓
其
の
時
以
来
挨
及
は
諸
外
園
ご
こ
の
程
の
俊
約
を
締
結
し
た
の
に
反
し
て
、
A
す
も
倫
依
然
門
戸
開
放
図
家
の
一
で
あ
る
。
そ
の
故
如
何
。
挨
及
が
一
締
結
し
た
こ
れ
等
諮
倹
約
の
目
的
た
る
、
一
に
総
入
税
率
を
高
め
て
従
債
一
一
割
じ
改
正
せ
ん
ご
す
る
に
あ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
他
国
の
こ
れ
に
謝
す
る
承
認
を
求
め
ん
さ
欲
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
賞
際
に
於
て
は
何
図
も
こ
の
改
正
を
承
認
し
な
か
っ
た
か
ら
、
決
及
に
於
て
は
本
図
的
土
耳
古
が
舎
で
一
締
結
し
た
通
商
僚
約
に
基
〈
所
の
入
歩
税
が
依
然
ご
し
て
有
数
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
如
き
放
態
が
一
九
三
四
年
に
至
る
ま
で
縫
療
す
ぺ
き
も
の
な
る
こ
さ
は
、
一
九
O
四
年
四
月
八
日
の
英
備
殖
民
倹
約
に
於
て
保
一
障
す
る
所
で
あ
る
。
2
川
川
利
引
及
、
ぺ
別
利
引
(
判
M
列
川
州
)
一
九
一
二
年
十
月
十
入
日
の
C
5
8
5
議
和
俊
約
に
よ
っ
て
土
耳
古
は
伊
太
利
に
濁
し
て
川
川
利
引
及
び
川
刈
刈
バ
を
割
譲
し
た
、
伊
太
利
は
こ
れ
に
よ
っ
て
別
段
是
等
川
叫
叫
に
於
げ
る
新
設
殖
民
地
の
門
戸
を
開
放
す
¥
べ
き
二
さ
の
義
務
を
負
っ
た
の
で
は
な
い
u
が
、
然
し
経
済
的
理
由
仁
基
い
て
替
水
ゅ
の
何
一
明
開
放
放
態
念
総
緩
し
た
の
で
あ
る
。
'
L
，
一
九
一
二
年
十
二
月
十
日
附
総
督
の
命
令
に
よ
っ
て
総
入
貨
物
に
従
債
一
割
一
分
の
税
金
を
課
し
た
。
然
し
な
が
ら
ホ
y
プ
ラ
小
湊
・
米
・
努
粉
・
菓
子
・
加
工
魚
類
・
測
研
・
茶
・
石
油
等
の
如
き
消
費
物
口
聞
は
僅
か
四
歩
で
あ
三
一
五
商
業
政
策
上
に
於
げ
る
門
戸
開
放
地
域
商
業
さ
経
糖
一
一
六
る
。
し
か
の
み
な
色
争
、
そ
の
他
の
物
品
で
あ
っ
て
後
に
苔
一
っ
て
無
税
ご
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
0
3
ァ
Y
ジ
ェ
y
T
及
チ
ュ
ニ
ス
引
川
引
出
十
川
引
は
車
純
な
る
殖
民
地
ざ
し
て
性
質
を
有
す
る
に
止
ま
ら
な
い
で
、
・
一
八
四
入
年
の
始
め
に
が
、
て
は
偽
蘭
西
直
轄
統
治
の
一
部
分
h
g
E
B
a
E
0
3ュ
。
ご
r
o
m
.
5
D岳
'
宮
町
一
件
。
「
、
で
あ
る
さ
宣
告
一
目
さ
れ
た
。
利
引
引
刻
は
一
入
入
一
年
五
月
十
二
日
の
俊
約
に
基
い
て
偽
蘭
商
の
保
護
の
下
に
置
か
れ
た
が
、
最
初
の
内
は
門
戸
開
放
地
域
ご
し
て
存
綬
し
た
の
で
あ
る
。
一
入
九
八
年
に
至
っ
て
漸
く
外
閣
に
特
殊
の
利
盆
そ
奥
へ
る
さ
一
去
ふ
係
件
の
下
に
、
辛
う
じ
て
完
全
な
る
殖
民
地
の
地
位
に
編
入
せ
ら
れ
た
、
倫
一
八
九
七
年
一
月
十
人
自
英
吉
利
さ
の
倹
約
は
綿
製
品
に
よ
り
て
一
九
一
二
年
末
ま
で
従
債
五
歩
の
訣
税
を
な
す
べ
き
こ
ご
を
約
し
た
。
4
 
一
九
O
四
年
四
月
八
日
の
英
偽
殖
民
保
約
は
、
モ
ロ
y
コ
を
ぼ
偽
蘭
西
及
び
西
班
牙
に
約
し
て
居
る
、
但
モ
ロ
y
コ
は
挨
及
の
如
く
・
に
三
0
年
間
最
窓
図
協
約
を
確
認
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
さ
一
玄
ふ
こ
さ
を
以
て
そ
の
俊
件
さ
な
す
の
で
あ
る
o
門
川
引
川
外
刈
υ
曾
議
に
加
は
っ
た
諸
岡
は
美
4
議
定
書
の
中
に
於
て
叶
引
4.の
輸
入
税
を
五
歩
乃
至
一
.
割
よ
り
七
歩
五
厘
乃
至
一
割
二
歩
五
厘
に
増
加
す
る
こ
さ
を
認
容
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
に
及
・
ん
で
一
九
一
一
年
十
一
月
四
日
偽
蘭
西
狗
泡
閉
じ
締
結
せ
ら
れ
た
毛
ロ
y
コ
・
コ
シ
プ
1
倹
約
は
、
門
戸
開
放
主
義
を
認
め
た
か
ら
従
来
の
門
戸
開
放
的
放
態
は
依
然
存
続
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
但
し
英
資
質
に
つ
い
u
て
は
一
九
二
一
年
十
一
月
二
十
七
日
の
偽
商
俊
約
に
よ
っ
て
剖
叫
パ
引
の
大
な
る
部
分
を
偽
蘭
西
の
殖
民
地
ぎ
な
し
小
な
る
部
分
は
之
を
西
班
牙
の
殖
民
地
さ
な
す
さ
い
ふ
一
一
砲
の
分
割
ケ
企
て
た
(
利
川
判
川
川
附
近
は
中
立
地
を
・
モ
ロ
ク
コ
な
し
て
居
る
な
ア
ピ
ジ
ニ
ア
5 一
八
九
七
年
五
月
十
四
日
'
の
英
吉
利
さ
の
無
期
限
倹
約
に
よ
っ
て
‘
最
恵
国
主
義
の
保
持
を
約
定
し
て
居
る
。
偽
蘭
西
は
一
九
O
八
年
一
月
十
日
の
期
限
附
通
商
僚
約
に
於
て
、
輸
入
税
を
一
~
般
的
に
一
一
割
さ
な
し
、
只
例
外
さ
し
で
飲
料
に
謝
し
て
は
八
歩
を
約
し
た
の
で
あ
る
。
英
士
口
利
は
一
九
O
九
年
四
月
十
三
日
五
月
四
日
及
び
十
二
日
の
文
書
交
換
の
後
、
右
の
俊
項
を
採
っ
て
以
て
自
己
の
無
期
限
倹
約
の
一
部
ご
し
て
編
入
す
る
こ
さ
を
許
し
た
の
で
あ
る
。
コ
シ
ゴ
!
6
 
来
西
コ
ン
ゴ
I
流
域
の
商
業
政
策
が
自
由
貿
易
主
義
な
る
べ
き
こ
ご
は
、
夙
に
決
定
せ
ら
れ
た
る
所
で
あ
る
O
A
ー
そ
の
由
来
を
越
ぷ
一
れ
ば
、
こ
れ
は
一
入
八
四
年
十
一
月
十
五
日
よ
り
笠
一
八
八
五
年
二
月
二
十
六
日
ま
で
一
開
催
せ
ら
れ
た
伯
林
判
バ
判
1
舎
議
の
定
む
る
所
で
あ
り
、
翌
々
一
入
入
六
年
四
月
十
九
日
に
調
印
せ
ら
れ
た
規
約
に
基
く
も
の
で
あ
る
ρ
而
て
東
部
コ
ン
司
川
流
域
ざ
い
ふ
の
は
畑
綱
領
東
部
翠
弗
利
加
・
利
刑
判
到
川
利
・
英
領
東
部
亜
弗
利
加
・
夕
刻
汁
列
及
び
ペ
ナ
デ
ィ
l
y
沿
岸
之
で
ゐ
る
。
叉
西
部
引
刈
引
川
流
域
に
属
す
る
も
の
は
判
刈
叫
川
自
由
園
:
・
こ
れ
は
一
九
O
七
年
十
一
月
二
十
八
日
の
佼
約
及
び
一
九
O
八
年
十
月
十
五
日
の
白
耳
義
の
法
律
に
よ
っ
て
白
耳
義
の
一
殖
民
地
ざ
な
っ
た
:
:
:
及
'
ぴ
コ
y
f
l
河
口
に
於
け
る
，
荷
飯
:
:
そ
の
範
固
オ
プ
グ
ェ
河
・
ジ
ヤ
y
河
・
引
引
川
河
の
流
域
に
及
ん
で
居
る
:
:
:
別
利
M
J引
の
一
部
・
:
:
・
こ
れ
は
偽
蘭
西
濁
逸
閉
じ
於
り
る
吋
引
引
っ
三
一
七
商
業
政
筑
上
に
於
げ
る
門
戸
開
放
地
域
商
業
さ
経
演
三
一
八
コ
・
コ
ン
ゴ
1
倹
約
に
基
い
て
そ
の
区
域
を
撰
張
せ
ら
れ
た
・
:
:
・
で
あ
る
。
一
八
一
九
O
年
七
月
二
日
の
刈
刈
斗
叫
J
川
舎
議
の
議
定
書
は
、
財
政
的
理
由
に
基
い
て
一
割
を
限
度
さ
す
る
聡
入
税
の
課
税
穫
を
奥
へ
た
。
然
し
な
が
ら
寅
際
上
に
於
て
徴
牧
せ
ら
れ
た
の
は
多
少
低
率
で
あ
っ
た
、
郎
ち
東
部
流
域
に
於
て
は
五
歩
、
西
部
一
流
域
に
於
て
は
六
歩
(
但
し
兵
器
碍
薬
は
一
括
し
て
一
割
)
さ
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
関
係
諸
園
間
の
特
別
協
約
に
由
っ
て
左
模
さ
れ
た
の
で
あ
る
J
然
し
な
が
ら
其
後
に
及
ん
で
こ
れ
を
改
め
総
て
の
輸
入
税
を
一
割
に
引
上
げ
賀
行
し
た
。
品
川
ほ
門
戸
開
放
主
義
は
西
部
亜
弗
利
加
に
於
け
る
濁
逸
・
英
吉
利
・
偽
蘭
西
領
有
の
諸
殖
民
地
に
通
用
せ
ら
れ
つ
〉
あ
る
関
係
諸
園
間
の
協
約
に
操
る
の
で
あ
る
。
川
川
刊
川
・
刻
利
刈
・
4
川
寸
川
刈
・
黄
金
一
海
岸
及
び
象
牙
海
岸
等
こ
れ
で
あ
る
。
7
 η
ノ
ペ
η
ノ
ア
一
入
四
七
年
に
建
設
さ
れ
た
黒
人
の
共
和
閤
:
:
:
西
部
亜
弗
利
加
の
η
ノ
ペ
η
J
ア
e
e
e
-
-
-
は
一
九
一
O
年
北
米
合
衆
国
の
准
保
護
篠
宮
包
l
℃
g
g
o件
。
至
。
さ
云
ふ
こ
さ
に
さ
れ
た
。
其
結
果
ざ
し
て
賂
来
は
其
殖
民
地
た
る
ぺ
く
期
待
せ
ら
れ
て
居
る
。
然
し
な
が
ら
此
園
は
北
米
・
英
吉
利
・
偽
関
西
・
濁
逸
等
各
園
の
銀
行
が
参
加
し
て
居
る
借
款
協
約
に
基
い
て
、
門
戸
開
放
の
地
域
に
置
か
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
業
協
約
は
一
九
二
年
締
結
翌
一
九
一
二
年
十
二
月
三
十
一
日
会
表
:
:
:
園
際
的
関
税
管
理
を
規
定
し
て
居
る
。
8
ザ
シ
ジ
バ
w
y
ザ
シ
ジ
バ
Y
は
一
八
九
O
年
七
月
一
日
の
英
濁
殖
民
俊
約
の
傑
項
に
依
っ
て
殖
民
地
ご
な
っ
た
。
然
し
な
が
ら
依
然
ご
し
て
門
戸
開
放
地
域
で
あ
る
。
総
入
税
率
は
七
歩
五
厘
に
過
ぎ
な
い
。
D
欧
羅
巴
-
土
耳
古
土
耳
古
は
欧
羅
巴
に
於
て
最
も
永
く
斯
の
如
き
放
態
に
在
っ
た
邦
園
で
あ
る
さ
一
玄
ふ
こ
さ
が
出
来
る
o
主
ご
し
て
嬬
和
俊
約
さ
同
時
に
締
結
さ
れ
た
奮
時
代
の
俊
約
に
よ
っ
て
、
土
耳
古
は
某
総
入
稔
を
一
律
に
従
債
三
歩
さ
定
め
ら
れ
て
居
っ
た
の
で
あ
る
。
一
入
六
一
年
及
び
六
二
年
に
、
多
数
の
欧
羅
巴
諸
園
さ
資
質
的
通
商
倹
約
な
締
結
し
税
率
を
入
歩
に
引
上
げ
た
。
爾
来
土
耳
古
政
府
は
輸
入
税
率
伝
増
加
せ
ん
こ
さ
に
苦
心
し
、
一
入
入
こ
年
総
て
の
通
商
倹
約
を
破
棄
し
た
匁
に
一
八
九
0
年
代
の
初
に
於
て
期
間
満
了
、
失
効
し
化
。
引
績
き
行
は
れ
た
協
約
に
よ
っ
て
一
入
九
O
年
八
月
二
十
六
日
の
濁
逸
さ
の
通
商
倹
約
が
成
立
し
た
。
然
し
な
が
ら
こ
の
倹
約
の
主
要
な
る
部
分
、
印
も
協
定
税
率
表
は
質
際
上
そ
の
効
力
を
後
生
す
る
こ
三
が
出
来
な
か
っ
た
:
:
他
の
諸
国
が
従
債
入
歩
裁
に
劃
す
る
宮
古
来
よ
り
の
権
利
を
主
張
す
る
が
匁
で
あ
る
。
於
滋
乎
土
耳
古
政
府
は
草
加
凋
的
に
総
入
稔
ケ
一
割
一
歩
に
増
加
せ
ん
ニ
ご
を
闘
っ
た
、
時
に
一
九
O
一
年
四
月
十
四
日
で
あ
る
つ
然
れ
ざ
も
欧
洲
列
強
の
一
致
的
抗
議
の
匁
に
そ
の
計
去
の
貫
行
を
断
念
せ
、
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
後
一
九
O
四
年
十
月
同
園
政
府
は
そ
の
要
求
を
改
援
し
マ
セ
ド
ニ
ア
改
革
事
業
を
遂
行
す
る
怨
め
に
財
政
上
必
要
で
あ
る
さ
云
ふ
理
由
仁
基
い
て
、
税
率
の
三
歩
方
増
加
を
企
て
た
。
而
し
て
従
債
一
割
一
歩
税
案
は
一
九
O
七
年
四
月
二
十
五
日
欧
羅
巴
一
般
協
約
の
一
公
布
が
あ
っ
た
後
、
同
年
六
月
二
十
五
日
ま
で
は
賞
効
を
生
じ
な
か
っ
た
。
こ
の
所
謂
一
般
協
約
な
る
も
の
は
、
土
耳
古
さ
其
他
の
諸
図
ご
の
閉
じ
於
け
る
特
別
協
定
に
よ
る
も
の
で
あ
る
・
:
・
:
唯
仰
蘭
西
の
み
が
商
業
政
策
上
日
於
げ
る
門
戸
開
放
地
域
三
一
九
商
業
主
-
経
済
三
二
O
除
外
例
で
あ
る
ο
そ
の
後
に
至
っ
て
土
耳
古
は
一
割
五
歩
に
引
上
げ
ん
が
た
め
に
努
力
し
、
崎
明
太
利
旬
牙
利
R
A
伊
太
利
は
既
に
明
白
な
る
同
意
を
輿
へ
た
郎
ち
前
者
は
刑
判
引
列
及
び
へ
Y
ゼ
ゴ
ピ
ナ
の
併
令
確
認
じ
関
す
る
一
九
O
九
年
二
月
二
十
六
日
の
協
定
に
於
て
、
又
後
者
は
一
九
一
二
年
十
月
十
入
日
の
円
三
巴
包
括
購
和
俊
約
に
於
て
承
諾
し
た
の
で
あ
る
。
.
2
刈
川
利
戸
諸
邦
大
土
耳
古
帝
図
の
門
戸
開
放
地
域
は
漸
失
縮
少
し
た
。
土
耳
古
の
ぺ
川
刈
J
川
竿
島
に
於
げ
る
諸
属
領
は
各
部
そ
の
濁
立
の
た
め
に
本
固
定
守
ひ
而
も
そ
れ
が
成
功
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ィ
、
先
づ
一
入
四
七
年
一
月
三
十
日
に
は
判
川
列
叫
列
・
引
引
叫
刈
の
諸
公
そ
の
領
土
を
併
せ
て
一
の
関
税
同
盟
を
組
織
し
た
υ
そ
し
て
填
太
利
・
旬
牙
利
が
現
存
傑
約
に
違
犯
す
る
の
故
を
以
て
、
明
か
に
反
謝
し
た
に
も
係
ら
子
、
最
初
五
歩
で
あ
っ
た
輸
入
税
率
を
七
分
五
厘
に
引
上
げ
た
(
一
八
五
O
年
及
一
八
六
六
年
)
。
て
そ
の
後
新
に
成
立
し
た
川
川
引
出
列
は
政
治
的
自
主
権
を
獲
得
し
て
か
ら
自
然
商
業
政
策
に
閲
す
る
制
御
立
的
廃
置
守
結
局
す
甲
〕
さ
を
得
る
に
至
っ
た
。
川
、
引
川
叫
列
は
一
八
四
三
年
五
月
一
二
日
税
率
を
制
定
し
一
公
表
し
た
け
れ
ざ
も
土
耳
古
政
府
の
抗
議
を
蒙
む
り
終
に
こ
れ
を
撤
廃
し
た
。
狭
山
し
な
が
ら
一
八
六
。
年
同
七
0
年
代
に
於
け
る
改
正
運
動
は
そ
の
効
を
奏
し
、
終
に
一
八
七
八
年
の
伯
林
倹
約
に
よ
っ
て
、
そ
の
自
由
性
が
図
際
的
に
認
識
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
ニ
、
伯
林
保
約
第
入
僚
は
引
川
対
川
引
を
し
て
依
然
本
因
土
耳
古
の
通
商
倹
約
じ
よ
っ
て
来
総
せ
ら
る
K
A
の
義
務
を
負
は
し
め
た
が
、
後
一
入
入
四
年
一
月
二
十
八
日
の
周
章
に
よ
っ
て
列
バ
刈
川
パ
図
は
本
因
さ
濁
立
し
て
通
商
俊
約
を
一
締
結
す
る
の
穣
利
を
要
求
し
た
。
而
て
一
入
入
七
年
十
こ
月
十
七
日
の
治
律
は
苅
川
ガ
ク
ア
園
政
府
に
直
接
的
に
通
商
に
関
す
る
協
議
を
な
す
こ
さ
を
許
容
し
た
。
こ
れ
に
依
っ
て
バ
ペ
利
川
対
は
最
初
英
吉
刺
さ
(
一
入
八
九
年
)
叉
其
後
他
の
諸
国
さ
通
商
僚
約
を
締
結
し
た
。
.
ホ
、
一
九
二
一
年
よ
b
二
二
年
じ
豆
れ
る
バ
Y
カ
シ
戦
争
の
た
め
に
、
土
耳
古
は
そ
の
首
府
判
バ
刻
刻
パ
判
・
川
川
引
川
に
垂
ん
ざ
す
る
欧
羅
巴
領
土
に
謝
し
て
権
力
を
失
墜
し
た
。
印
も
本
戦
争
の
結
果
ざ
し
て
門
ペ
ペ
叫
列
吋
r
2
2
に
於
け
る
土
耳
古
領
及
び
冨
o
z
E
〉
吾
g
じ
於
り
る
小
自
由
閣
の
み
が
僅
に
土
耳
古
の
欧
羅
巴
に
保
有
す
る
門
戸
開
放
地
域
芯
し
て
残
存
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
へ
、
又
一
入
九
九
年
五
月
十
入
日
|
|
二
十
二
日
以
来
本
図
土
耳
古
ご
は
分
離
的
:
:
:
狗
立
的
:
:
:
関
税
区
域
で
あ
っ
た
所
の
列
川
川
川
島
は
前
記
刈
州
利
判
戦
争
の
後
は
希
臓
の
手
に
蹄
し
叫
川
州
諸
島
に
謝
す
る
主
権
関
係
は
、
た
め
に
鐙
化
を
見
た
の
で
あ
る
。
吋
}
出
Z
oロ
1
5〈。
g
z
o
吋
0
}
町
一
の
と
吋
円
。
丘
町
ω
門
戸
開
放
地
域
の
性
質
ハ
永
久
的
政
治
傑
約
の
種
-
類
及
そ
の
特
質
〉
門
戸
開
放
図
家
の
商
業
政
策
的
自
由
h
T
制
限
す
る
所
謂
永
久
的
・
:
:
・
泊
嘗
の
誌
で
な
い
か
も
知
れ
ぬ
が
ロ
O
T
円
ゆ
く
o
z
o
の
意
で
あ
る
:
:
:
政
治
倹
約
に
二
種
類
め
る
郎
も
、
商
業
政
策
上
に
於
げ
る
門
戸
開
放
地
域
一一ー一一
商
業
さ
経
慣
一一一一
ー
従
前
に
於
て
は
か
く
の
如
き
傑
約
は
、
必
予
や
門
戸
開
放
図
家
さ
他
の
勢
力
あ
る
岡
家
さ
の
問
に
於
て
締
結
せ
ら
る
K
A
を
以
て
常
芯
し
た
。
郎
も
戦
争
の
後
、
戦
勝
因
は
戦
に
よ
っ
て
新
に
誌
も
得
た
る
政
治
的
優
越
権
を
利
用
し
、
自
図
の
結
局
め
に
特
殊
の
商
業
的
利
盆
を
股
め
ん
こ
ど
を
欲
し
、
時
に
或
は
燐
和
俊
約
そ
れ
自
身
に
於
て
或
は
又
競
和
俊
約
に
附
帯
す
る
無
期
限
通
商
倹
約
中
に
於
て
、
戦
敗
閣
の
門
戸
開
放
を
斑
約
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
戦
勝
因
以
外
の
強
大
図
も
亦
、
業
後
直
ち
に
こ
の
門
戸
開
放
ご
い
ム
利
盆
に
均
話
し
た
。
例
へ
ば
第
十
六
世
紀
の
始
め
に
於
け
る
土
耳
古
、
或
は
又
其
後
他
の
東
洋
諸
闘
が
熔
和
に
際
し
て
許
容
し
若
く
は
確
認
し
た
傑
約
上
の
片
務
的
且
屈
従
的
の
譲
歩
に
起
因
す
る
も
の
〉
如
き
然
り
で
あ
る
。
阿
片
戦
争
の
後
支
部
は
英
吉
利
に
敗
れ
一
入
四
二
年
入
月
二
十
九
日
の
南
京
熔
和
俊
約
の
調
印
を
強
制
せ
ら
れ
た
;
:
:
こ
れ
は
買
に
支
那
に
於
け
る
最
初
の
通
商
傑
約
な
の
で
あ
る
:
:
:
こ
の
俊
約
中
の
利
益
は
そ
の
後
積
い
て
亜
米
利
加
及
び
偽
関
西
に
も
認
め
ら
れ
二
八
四
四
年
七
月
三
日
及
び
同
年
十
月
二
十
三
日
の
通
商
僚
約
に
よ
る
の
で
あ
る
)
そ
の
他
多
数
の
図
々
も
後
日
に
至
b
こ
れ
に
均
需
し
た
。
0
0
0
0
0
0
0
 
2
所
が
近
世
に
及
ん
で
は
二
以
上
の
強
闘
が
俊
約
を
締
結
し
、
そ
れ
に
依
っ
て
倹
約
の
蛍
事
闘
で
な
い
或
る
特
定
閥
、
印
ち
第
三
園
に
於
げ
る
門
戸
開
放
の
権
利
を
相
互
に
保
-
障
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
質
例
を
翠
ぐ
れ
ば
、
一
八
八
六
年
四
月
十
九
日
の
伯
林
の
引
刈
判
川
合
議
の
議
定
書
は
引
利
引
川
流
域
の
商
業
政
策
的
運
命
を
決
定
し
た
。
又
濁
逸
・
英
吉
利
・
北
米
合
衆
国
は
一
入
入
九
年
七
月
十
一
日
の
す
判
明
ハ
舎
議
仁
於
て
第
三
者
た
る
す
毛
ア
群
島
の
通
商
関
係
に
付
き
て
約
定
し
た
。
又
か
の
ァ
Y
ゼ
V
-
フ
マ
ハ
協
約
は
第
三
園
た
る
モ
ロ
wr
ヨ
を
以
て
門
戸
閲
放
図
家
な
り
芝
宣
言
せ
る
が
如
き
、
夫
れ
皆
然
、
り
で
あ
る
。
以
上
は
永
久
的
政
治
俊
約
の
種
類
じ
付
ν
て
述
ぺ
た
の
で
あ
る
。
次
に
永
久
的
政
治
僚
約
の
性
質
如
何
。
印
も
こ
れ
は
門
戸
開
放
地
域
の
特
質
の
問
題
で
あ
る
。
三
ゐ
る
、
日
く
協
定
税
則
。
臼
く
均
一
的
低
率
従
債
投
。
日
く
片
務
的
最
恵
地
位
。
、
、
、
1
協
定
税
則
(
の
o
P
E
E
o
s
-
UユR
m
3
R
E
)
凡
そ
関
税
税
率
の
組
織
に
関
し
て
は
次
の
如
・
き
色
々
の
方
法
が
あ
る
。
↓
車
一
一
枕
則
m-Dmuo
叶
包
R
ω
万円。
B
・
付
固
定
枝
則
〉
己
Oロ
O
B
0
5
0
円
。
S
O
S
-
叶
包
R
ω
3
R
B
-
的
協
定
稔
則
二
二
重
税
則
ロ
o
c
E
o
Uユ
弓
∞
百
円
。
5
・
付
固
定
協
定
稔
則
。
S
O
B
-
伊
豆
の
o
p
s
E
o
s
-
U円
弓
々
ω
R
B
-
川
最
高
最
低
税
一
則
5
弘
自
己
5
8仏
冨
一
口
一
B
5
3門戸弓
ω
三
3
・
こ
の
中
で
今
蕊
に
問
題
ざ
な
る
の
は
協
定
税
則
だ
け
で
あ
る
。
協
定
稔
則
ざ
い
ふ
の
は
図
法
に
依
ら
宇
に
会
く
倹
約
で
協
定
し
た
税
率
で
以
て
課
税
す
る
関
税
制
度
で
あ
る
。
も
ご
よ
b
双
務
的
に
協
定
税
率
を
適
用
す
る
。
。
。
場
合
に
は
弊
害
が
な
い
で
あ
ら
う
。
然
し
な
が
ら
若
し
片
務
的
に
印
も
自
国
だ
け
が
外
閣
の
貨
物
を
遇
す
る
に
蛍
っ
て
、
協
定
税
率
そ
以
て
す
る
さ
い
ふ
が
如
き
こ
芯
は
、
そ
の
結
果
ぜ
し
て
徒
ら
に
自
闘
の
市
場
を
外
国
商
人
の
跳
梁
じ
任
す
こ
さ
じ
な
る
の
で
ゐ
る
o
業
不
利
益
な
る
こ
さ
敢
て
多
言
を
要
し
な
い
。
商
業
政
策
上
に
於
げ
る
門
戸
開
放
地
域
一一ー一
一
商
業
さ
経
済
三
二
回
0
0
0
0
0
0
0
 
而
て
門
戸
開
放
地
域
は
比
の
片
務
的
協
定
稔
則
?
採
っ
て
居
る
の
が
其
特
徴
の
一
で
あ
る
。
朝
鮮
こ
八
八
二
年
に
於
け
る
米
韓
倹
約
及
び
其
の
以
降
の
倹
約
)
渥
羅
(
一
入
五
五
年
の
英
返
傑
約
)
支
那
(
一
八
四
二
年
の
南
京
僚
約
以
来
改
援
は
あ
っ
た
が
)
波
一
新
・
土
耳
古
・
挨
及
の
現
行
法
の
如
き
こ
れ
で
あ
る
。
我
図
の
如
き
も
舎
で
は
甲
』
の
不
蛍
な
る
規
則
を
強
ひ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
2
均
一
的
低
率
従
債
税
.
(
d
E
F
B
Z毛
色
g
Z
R
B
含
守
)
0
0
0
 
門
戸
開
放
地
域
に
於
て
は
永
久
的
政
治
俊
約
の
結
果
ざ
し
て
均
一
的
な
る
税
債
税
法
を
通
用
し
て
居
る
。
こ
れ
門
戸
開
放
地
域
に
於
て
は
其
の
地
域
の
経
済
後
遺
の
程
度
が
甚
だ
以
て
幼
稚
で
あ
り
、
外
国
貿
易
口
問
の
禄
類
も
多
く
な
い
結
局
め
穏
別
し
置
く
べ
き
貨
物
の
数
も
少
な
い
か
ら
で
あ
る
。
而
か
も
こ
の
均
一
的
税
率
た
る
極
め
て
低
率
な
る
を
其
特
色
ご
す
る
。
我
図
が
改
税
約
書
に
於
て
総
出
入
口
聞
を
四
種
に
分
ち
、
業
他
の
有
税
ロ
聞
に
は
従
債
投
五
歩
又
は
五
歩
を
基
礎
ざ
し
て
換
算
し
て
従
量
税
を
課
す
る
に
止
ま
っ
た
の
は
此
の
趨
例
で
あ
る
。
業
他
一
三
一
の
例
を
示
せ
ば
、
選
羅
は
一
-
切
の
総
入
口
聞
に
三
歩
、
朝
鮮
は
一
切
の
輸
出
品
に
従
債
五
歩
ざ
し
て
居
る
。
片
務
的
最
恵
地
位
(051ω
一斥仏
B
2
7
P〈
O
R包
勺
Oω
昨日
0
ロ)
程
同
時
の
僚
約
及
び
第
十
九
世
紀
の
中
葉
以
来
欧
米
諸
国
が
土
耳
古
・
支
那
・
波
新
(
及
び
日
本
)
芝
締
結
し
た
傑
約
に
於
て
は
、
濁
h
ノ
東
方
諸
図
は
釣
手
園
で
あ
る
所
の
欧
米
各
国
か
ら
斯
様
の
恩
恵
を
享
け
な
い
の
で
あ
る
。
か
〈
の
如
き
を
務
し
て
片
務
的
最
恵
地
位
ε云
ふ
の
で
あ
る
。
3 
現
行
の
目
指
逃
商
航
海
俊
約
は
、
第
三
僚
に
於
て
日
本
領
事
の
権
限
に
闘
し
、
第
四
僚
じ
於
て
清
困
じ
於
け
る
日
本
臣
民
の
交
通
貿
易
住
居
営
業
等
に
闘
し
、
第
九
僚
に
於
て
輸
出
入
税
に
闘
し
片
務
的
最
恵
国
保
款
ケ
約
定
し
て
居
る
。
其
上
更
に
第
二
十
五
僚
に
於
て
一
般
的
規
定
を
設
け
て
居
る
。
但
し
我
図
さ
波
斯
・
土
耳
古
さ
は
無
保
約
で
ゐ
h
、
又
退
羅
芝
は
双
務
的
最
恵
国
保
約
を
約
定
し
て
居
る
。
(
返
羅
芝
欧
米
諸
国
さ
の
聞
に
は
片
務
的
最
恵
国
俊
款
が
約
定
さ
れ
て
居
る
、
一
入
五
五
年
英
選
候
約
第
十
二
僚
の
如
〈
で
あ
る
。
-
・圃・・
門
戸
開
放
地
域
の
進
化
門
戸
開
放
地
域
の
後
遣
の
方
向
は
大
陸
二
様
に
分
れ
る
。
五
時
ご
し
て
は
門
戸
開
放
図
家
の
商
業
に
付
い
て
競
争
し
っ
、
あ
っ
た
所
の
諸
外
国
の
一
が
、
門
戸
開
放
図
家
に
於
り
る
政
治
上
の
優
越
擦
を
獲
得
し
た
潟
に
、
業
の
園
家
の
内
の
或
る
地
域
を
ば
自
国
に
従
属
す
る
殖
民
地
ざ
し
て
、
併
合
さ
か
、
或
は
征
服
す
る
じ
至
る
が
如
き
場
合
が
あ
る
。
例
へ
ば
北
米
が
布
庄
守
、
日
本
ど
量
、
健
及
び
朝
鮮
を
、
偽
蘭
西
が
チ
ユ
ニ
久
及
び
モ
ロ
y
コ
を
又
、
伊
太
利
が
利
引
利
y
を
併
せ
た
る
が
如
き
で
あ
る
。
斯
様
な
政
治
的
鐙
化
の
あ
っ
た
場
令
に
は
、
こ
の
新
殖
民
地
は
一
時
門
戸
開
放
の
放
態
じ
置
か
る
、
事
が
多
い
。
而
て
低
率
な
る
均
一
的
従
債
殺
を
以
て
外
岡
よ
り
の
総
入
貨
物
を
待
、
過
す
る
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
か
く
の
如
き
は
全
く
過
渡
的
の
放
態
仁
す
ぎ
な
い
。
早
晩
は
母
国
定
同
一
に
取
扱
は
る
べ
き
運
命
を
有
す
る
も
の
商
業
政
策
上
に
於
り
あ
門
戸
開
放
地
域
三
二
五
商
業
主
経
済
ニムハ
な
の
で
あ
る
。
2
凌
遠
方
向
の
他
の
種
類
に
属
す
る
も
の
は
、
門
戸
開
放
園
家
或
は
其
の
一
地
域
が
文
明
の
進
歩
し
た
が
結
局
に
最
早
政
治
的
に
他
の
干
渉
を
受
く
る
こ
さ
な
く
従
っ
て
そ
の
図
家
又
は
地
域
の
商
業
政
策
に
付
い
て
、
外
岡
又
は
母
図
の
容
啄
を
品
加
が
る
、
に
至
る
こ
さ
で
あ
る
J
現
今
の
日
本
、
濁
立
後
の
刈
川
州
州
諸
圏
、
波
及
の
如
き
こ
の
所
謂
第
二
穏
の
後
遣
を
な
し
た
る
も
の
、
質
例
で
ゐ
る
。
追
記
本
稿
「
商
業
政
策
上
に
於
け
る
門
戸
開
放
地
域
」
は
余
が
先
に
閤
民
経
済
雑
誌
第
二
十
九
怨
第
五
競
争
』
籍
り
た
り
し
「
大
経
済
地
域
及
小
経
済
地
域
」
さ
合
し
て
「
世
界
経
済
の
主
陸
論
」
を
形
成
す
る
も
の
で
占の
4
Q
O経
済
上
ふ
り
支
那
近
代
思
想
愛
動
の
原
因
を
解
揮
す
北
京
大
拳
国
書
館
長
長李
大
寂剣
誇逃
氏自
桂
本
指
は
新
青
島
・
・
第
七
巻
第
二
披
に
掲
載
ぜ
ら
れ
れ
ろ
も
の
に
し
て
其
の
観
察
騎
ろ
警
設
な
る
も
の
め
り
我
邦
議
者
の
妻
考
に
資
寸
可
告
も
の
少
な
か
ら
ず
さ
信
ず
、
然
れ
ど
も
文
中
往
々
激
越
に
過
ヤ
ろ
の
章
句
あ
ろ
在
以
て
其
の
甚
し
き
も
の
は
之
島
省
略
し
一
筋
の
大
意
志
邦
語
し
本
誌
に
鴇
載
す
る
事
さ
ゼ
リ
。
ハ
持
者
誌
〉
或
時
代
に
於
て
経
済
上
に
若
し
何
等
か
の
獲
動
を
後
生
す
る
時
は
思
想
上
じ
も
亦
必
十
何
等
か
の
竣
勤
を
後
